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要 旨

この研究では,形成される木部の性質と林東の生長経過を関連させて検討することを冒

的にしている.そこで,生長が速いことで知られているクモtlオンと生長が比椴的遅いこ

とで知られているヤプクダリを選び,その樹幹内木部の性質を比較検討した.

容積密度数は,生長が遅い個体ほど大きい-般的傾向が認められた･

仮遷管長は生盛が速い個体ほど大きい櫨を示している･年輪の周園長の増大率が坂道管

長に与える影静を求めたところ,周銅品の増大率が小さいものほど倣遷管長の増加傾向が

著しく, この傾向は周聞及の増大率が10%以下のとき特に著しかった･なお,年輪の周

囲最の増大率の大小のいずれにかかわらず,クモトオシがヤプクダリよりも長い仮道管を

持ち,品種内での個体差はほとんど認められなかった･すなわち,仮遷管最には品磁特性

が著しいようである.

生長が遠い晶穂であるクモトオシに対して,横断面内の年輪数から未熟材率を推定する

曲線が得られた･

1.緒 論

スギは品種どとに木材の性質に特徴をもつことがわかっており (宮島ら,1971,1979)

(九州林東育種場,1976)(宮島ら,1983)(小野ら,1983)(佐々木ら,1983)､その特

徴の戴つかは生長の速さとかかわりを持っているようである･ そこで,前報 (長尾ら,

1985)で生長の速さが異なるスギ造林*の木部形成パターンと年輪構造について検肘を行

った.

この研究では,前報で用いたものと同じ横紙率を使って,林木の生長の速さと殖財の性

質との関連性について挽翻した･
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2.実 験

2.1.供 就 木

九州大学粕屋地方演習林 (福岡県)で,同一林分内 (北向き斜面)に育成された21年生

のクモトオシとヤプクダリの2品種を,地位が優れている所と劣っている)野のそれぞれか

ら2個体ずつ,合計8個体を選んで横紙木とした･なお, この供試乗は,前報 (長尾ら,

1985)で,木部形成バク-ンの観察を行うために用いた拭験衆である･

2.2. 生轟塗の測定

供紙木を12月に伐採し,樹幹 の地上高Omから頂鯖に向かって 1m間隔で)撃さ約 4

cmの円盤を採取し, それぞれの円盤の長篠および短径方向の年輪幅を測定し,髄から4

方向の平均億をもってそれぞれの年輪幅とした･これに基づいて樹幹解析を行い,材硫生

長曲線と樹高生長曲線を求めた.

2.3.容積密度数の測定

年輪幅を81fJ産後,各円盤の長篠方向に髄をはさんで対称な放置から相似の扇形 (中心

角約30度) のブロックを切り出し, さらに髄から3年翰目どとに小ブロックを切り離し

た･そのあと小ブロックの生材容櫓と金乾蕊像を測定し,髄をはさんで対称な位鑑の小ブ

ロックから平均容概密度数を求めた.

2.4.夜道管長の測定

クモト*シについては樹幹の地上高1,2,4,6mから採った円盤で,ヤプクグ1)に

ついては地上高 1,2,4mから採った円盤で,あてや節などの影響がなく,平均的な年

輪幅をもつ方向に,髄から2, 4,6,8,10,13番目, および慮外年輪からそれぞれ

の1年輪幅全部を含む小試片を切り出した･ この小紙片 を酢酸と過軟化水嚢水の混合液

(容磯比1:2)中で脱1)ダニン処理し,水洗致2%水酸化ナトリウム水溶液中で解繊し

た･このあと万能投影機を使って,軍財部と晩財部の両方を含む試料から,無作為に選ん

だ仮選管をクモトオシで50本,ヤプクダリで60本について測為した.

3.結 果 と 考 察

3.1.生 長 丑

供試乗の概要は袈1に示されており,21年間にわたる生長の経過が樹幹解析図で図1

に示 されている･ さらに, この樹幹解析図に基づいて, HuBERの区分求秩法 (中山

1959)を使い,各横紙木どとに幹材磯の総生長曲線と遼寧生長曲線とを求め,それぞれ援1

2と図3に示している･樹嵩生長の総生長曲線と連年生長凝曲線とを,それぞれ図4と図

5に示している･ これらの生長曲線図から,生長が速い個体と遅い個体との生長数の差は,

材硫生長と樹高生長の両者とも,樹齢を蕊ぬるとともに大台くなっていることがわかった.

また,クモトオシの生長が遠い個体である Kflと Kf2,生長が遅い個体である Ksl と
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供試乗ごとに,樹幹全体の平均容硫密度数が表 1に,客観密度数の樹幹内分布が図6

に示されており,生最が遠い個体ほど容積密度数が小さくなる傾向が認められる.そこで,

樹幹内高さ1mどとに横断面内の平均年輪幅と平均容積密度数を求め,平均年輪幅と客

観密度数との閲の関係を図7に示している･ こ こで,全体を通して見ると&,年輪幅が大きいほど容機密度数は小さくなる傾向がみられる.しかし,クモ トカ-シ(Kf,Ks)だけに

限ってみるとき,容積密度数への年輪幅の撃轡はほとんど認められず,むしろ年輪幅の増

大につれて容硫密度数が増大しているものさえあった. このことを理解するには,スギ造

林木の容積密度数の樹幹内分布特性,すなわち,容横森度数は樹心部で大きく,外周部へ向

かって小さくなり, また樹幹の下郎から上部へ向かって大きくなる儀向 (渡辺, 1939)(見尾ら,1985)と,年輪帽が樹心邸で広くなる一般的傾向とを併せて考慮しなければな

らないであろう･ また, 図7によると,Ys(ヤブタダリの生長が遅いもの)では,年
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のでは年輪幅が著しく狭く,そのために晩材率が極度に高くなる (長尾ら,1985)ことに

原因していると考えられる.
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3.3. 倍 道 管 長図8には,仮遺管長と髄からの年輪番号 (形成層齢)との関係が

示されているが,生長が遠いものほど仮遵管は品くなっている･ ところで,樹幹 の溶接

生長蕊が大食い個体で紘,樹幹の周囲長が増大する割合も大重くなり,周粗品の増大のた

めに形成層始原細胞の偽構分裂の頻度が多くなって,形成J欝始原細胞が相対的には短くな

るかもしれない.ひいては,短い形成層始原細胞から分裂してで重た仮道管は短くなるこ

とも起こり得るので,肥大生長が速い個体では灰選管が短くなることも考えられる･そこ

で,坂道管長と各年輪の周囲長の増大率との関係を求め,図9に示している･すなわち,

瑚輪の周囲最の増大率が1年に10%以下のときは,周囲長の増大率が減少するに伴って

倣遷管長は急激に増加している.-方,年輪の周防･&の増大率が10%以上になると,周

園長の増大率の増加 に伴って倣道管晶は下がり架味ではあるが,その傾向は極めて小さい

とみてよい･ただ,周囲長の増大率の大小を問わず,生長の速いクモトオシが生長の遅い

ヤプクダリよりも大きい仮遷管長を示している.
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大 きく,樹幹内の未成熟材率の推定が容易でなかった.
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4.結 論

この研究では,林木の生長の速さが異なると轟,樹幹の生長の経過に絡められる楯遊,

さらに,樹幹木部の性質への生皮速さの聾尊を明らかにするために,クモ トカ･シとヤブク

ダリを使った研究を行った.その飴束をまとめると,つぎのようになった.

i) 生長が遠い個体と遅い個体との生長段の差は,村税生長と樹霜生産の両者ともに,

樹齢をまねるに伴って大重くなっている.

2) 容硫密度数は,…般に生長が遅い個体はど大重くなる傾向が認められ,時にヤプク

ダ リの生長の遅いものでこの傾向が著 しかった. しかし,生長が速いクモ トオシでは逆の

傾向も認められ 今後の検討が必要である･

3) 坂道管長は,生長が速い個体ほど大尊い櫨を示 している･

4) 年輪の周囲最の増大率と仮遣管長との問には,周園長の増大率が小さくなるほど倣

遷管長の増加が絡められ, この傾向は周組長の増大率 10%以下で 帝に著 しいことがわか

った.

5) 仮遣管長は年輪の周園長の増大率の大小にかかわらず,クモ トオシがヤブクダ リよ

りも大きく,品種内での個体差はほとんどないことから,仮遣管長は肥大生長の速さの影

静よりも品種特性のほうが大 きいことを絡めた.

6) 生長が速いクを トオシで樹幹内に責める未成熟材率を推定する曲線が得 られたが,

生長が遅いヤブクダリでは満足のいく成果が得 られなかった.
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Summary

In this study the effect ofgrowth rate on wood properties of Sugi (Crypt­

omeria japonica D. Don) were examined, and the intrinsic properties of cv.

Kumotohshi, the fast-growingcultivar, were compared to cv. Yabukuguri,the

slower-growing cultivar.

Basic densities obtained of the fast-growing sample trrees are slightly

lower than those of the slow-growing sample trees within/between cultivars.

Basic density values increase inwards and upwards in a stem.

The longer tracheidare found in the fast-growing trees than in the slower­

growing trees within/between cultivars as shown in Fig. 8.

The tracheid length is plotted against the girth iricreasillg rate to discuss

the effect of pseudotransverse cell division ofcambial illitialon·. the tracheid

length as shown in Fig. 9. As the result inconsiderable differences are found

within a cultivar,although differences are significant between cultivars.ltmay

be assumed that the hereditary effect on tracheid length is much important.

Tracheid length increases outwards from the pith and attains the constant

values at near the 10 thannual ring from the pith at each of stem level as

shown in Fig. 8. Hence it may be assumed that the juvenile wood is realised

as the wood formed between from the pith to the 10 th annual ring.

The juvenile wood percentages are plotted against the annual ring number

from pith at given stem levels and are shown in Fig. 10.




